
特定薬剤管理指導加算２の取り組みについて

南山堂薬局さいたま新都心店 吉原 峻介



今回の発表に関して開示すべき
IOC関係の企業はございません。



南山堂薬局さいたま新都心店の紹介

• 営業時間 平日:9:00-22:00、土日祝日9:00-19:00

• 処方箋枚数 ３５００枚/月

• 主な応需先 さいたま赤十字病院、ジャガークリニック、

新都心皮膚科、埼玉県立小児医療センター

• 抗がん剤フォロー件数 １５件/月

• 特定薬剤管理指導加算件数 １０件/月



特定管理指導加算２の取り組み

① ②

【調剤】令和２年度診療報酬改定の概要より



【調剤】令和２年度診療報酬改定の概要より



特定薬剤管理指導算定要件

• 施設基準の届出時点において、保険薬剤師としての勤務経験を５年以上有
する薬剤師が勤務している事。

• 薬学管理等の内容が他の患者に漏れ聞こえる場合があることを踏まえ、患
者との会話のやりとりが他の患者に聞こえないようパーテーション等で区
切られた独立したカウンターにするなど、患者のプライバシーに配慮して
いること。

• 麻薬及び向精神薬取締法第３条の規定による麻薬小売業者の免許を取得し、
必要な指導を行うことができる体制が整備されていること。

• 保険医療機関が実施する抗悪性腫瘍剤の化学療法に係る研修会に当該保険
薬局に勤務する常勤の保険薬剤師が年１回以上参加していること。



プライバシーの配慮

①後方から見えないようL字の投薬カウ
ンターを設置

②ナンバリングにて管理している為、患者様
の名指しでお呼びしないように配慮



南山堂での加算における取組

★経験が浅い薬剤師でも同じようにフォローができるような業務
フローにすること。

★薬局内で失敗例や成功例などの共有

★不定期店舗内勉強会開催



誰でも同じ水準でフォロアップーする為に



さいたま赤十字病院 抗がん剤情報提供書

①実施しているレジメ（レジメ登録No レジメ名）

レジメ登録No 033-3 EC療法

②レジメの実施状況

2コース目

③抗悪性腫瘍薬等の投与量

体表面積 1.5㎡⇒エピルビシン135㎎ シクロホスファミド900㎎

今回のレジメのコースが記載されます。

レジメは日赤ホームページに記載
⇒各薬局で実施レジメの詳細が調
べられます。

今回のﾚｼﾞﾒﾝの投与量が記載されます。

さいたま赤十字病院薬剤部ホームページより



さいたま赤十字病院薬剤部ホームページより

レジメ登録No 033-3 EC療法



抗がん剤情報提供書 フィードバックレポート

・CTCAEをもとにグレード別に
有害事象が明確にわかる為、必要
最低限同じレベルでフォローがで
きるようになっている。

さいたま赤十字病院の情報提供書、フィードバックレポートをフル活用

・化学療法室でどのような指導
をしたか、どのようなフォロー
を期待しているか記載されてい
る。

ではいつフォローすれ
ばよいのか？？



化学療法による副作用発現時期の目安

患者さんのための乳癌ガイドライン2019より

投与１週間前後で確認をすること
で統一



さいたま赤十字病院のﾚ
ｼﾞﾒﾝNo毎にトレーシン
グレポートをまとめるよ
うにしています。

３年間で抗がん剤フォロー
アップ５４０件、特定薬剤
管理指導加算３８９件加算
を取ることができました。



ﾄﾚｰｼﾝｸﾞﾚﾎﾟｰﾄを保管しているメリット

• 経験の浅い方でも、何をレポートとして残せばよいのかわから
ない時に見返してもらえる。

• 経験したことがないレジメンでも蓄積されているレポートから
参考にできる。



店舗内での抗がん剤フォローアップの
ルールとして
• 抗がん剤情報提供書を持参して頂いてからは、一人のスタッフ
に担当してもらう⇒その後情報提供書がなくても化学療法実施
している場合には定期的にフォローを継続。

• 一人のスタッフに負担をかけないように、バランスよく全員が
担当を持つようにする。

• 化学療法完遂後も同じスタッフが担当するように心がけている。

かかりつけのきっかけに！！



フォローをしたいが、どのように同意を
とればいいのか・・・・



• さいたま赤十字病院と情報を共有し、安全に治療が続けられる
ようにサポートさせて頂く

• 何か心配事があった場合、病院に言いにくい事、要望があった
場合も遠慮なく話してもらい、こちらから伝える事ができる。

• 金銭面でも化学療法でかかるものから比べると費用は少ないの
で、不安がある方はフォローをして欲しい方が多い。

化学療法で不安な場合も多々あり、しっかり不
安な点を聞くように、寄り添う事が大切



情報提供書の中で知らない化学療法が
あった場合には、勉強会を店舗内で開催



実際に頂いた抗がん剤情報提供書と
フィードバックに使用した症例について



抗がん剤フォローアップを行った症例
NKさん ７４歳女性

＜患者背景＞

現病歴 乳癌(TNM分類不明、HER２陰性、ホルモン陽性）

治療歴： EC療法１コース目実施後。２コース目から抗がん剤

治療情報提供書持参。

治療予定：EC４コース終了後DOC療法を予定。



• ２コース目から関わる事になったが、EC療法で悪心が強くオランザピンが５回分で屯用で処方されて

いた。

• ２コース目実施後初めてフォローアップした時、１週間悪心が酷い事を確認。

１週間で2kg体重減少、オランザピンも1日、2日でなくなっていた事、患者様が

吐き気止めがないと不安という事から

⇒オランザピン次回は倍量に増量を提案。

２コース目処方
Ｒｐ１ アプレピタントカプセル８０㎎「ＮＫ」 １Ｃ ２日
Ｒｐ２ デカドロン錠０．５錠 ８錠 ３日
Ｒｐ３ センノシド錠１２㎎「ファイザー」 2錠 7 日
Ｒｐ４ アズノール嗽液 10mL
Ｒｐ５ デキサメタゾン口腔用軟膏0.1% 5g
Ｒｐ６ オランザピンＯＤ錠2.5mg 1錠 ５回分

３コース目からはオランザピンOD錠2.5㎎ 10回分で処方



•３コース目以降も吐き気が強くでるものの、４コースは何とか
完遂できる事になった。

•４コース目のフォロー時にはご高齢もあり倦怠感が強く殆ど寝
た状態、トイレに行くにも2、3度休憩をはさむことになり、G
３の倦怠感と報告。

⇒年齢と幸いホルモン陽性からDOG療法は中止しホルモン療法

に切り替え現在も治療継続中。



まとめ

• 経験が浅い薬剤師でも、確認項目や確認時期がある程度決まっ
ていれば最低限のレベルで確認できる。

• 抗がん剤情報提供書が病院から来ない場合や化学療法が中止し
てからも、同じ熱量で対応すべき。

• ICIなどの症状が全くない場合のフォローアップについては、
当薬局でも断られることが多く、こういった方をどのようにし
たら断わられずしっかり対応できるか今後の課題。



ご清聴ありがとうございました


